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５月 ちとせだより 

 幼保連携型認定こども園 

神戸ＹＭＣＡちとせ幼稚園 

 

 新しい年度を迎え、３週間が経ちました。新しい環境での生活に少しずつ慣れ始めたからこそ、

自分の置かれている状況や自分の気持ちにも向き合える余裕が少しずつ生まれてくるのもこの５

月かもしれません。しかしその気付きは、新しい環境で一生懸命がんばってきたことに対する反動

的なものもあり、４月は元気に通っていたのに急に「幼稚園行くの嫌だ！」と聞く場面もよく見ま

す。「行かない！」という行動に対して、親は不安になり、「何が嫌なのか？」「どうしたら行っ

てくれるのか？」など行動の原因探しを始めてしまいます。「今日は休んでもいいから、明日は必

ず行くって約束してね」と先の約束を取り付けて、問題を解決しようとすることもあります。しか

し、子どもたちが「行きたくない！」という本当の理由はなんなのでしょうか？色々な要因はある

と思いますが、新しい環境の中で小さいながらも心と身体をいっぱい使ってがんばっている私を

「見て！」「わかって欲しい！」というサインなのかもしれません。目に見える行動だけを捉えて、

大人がその行動を変えようとすればするほど、その奥にある子どもたちが抱えている気持ちから遠

のいていくような気がします。そのような時は、ただただ気持ちに耳を傾け、ゆっくりと共に過ご

してあげるだけでも、子どもたちの心の中に安心と安全が芽生えていき、結果、自らが新たな歩み

を始めていくのではないでしょうか。５月の聖句には、「安心して行きなさい。」とあります。安

心があるからこそ次の１歩が踏み出していけるのでしょう。どうしても行くことに焦点があてられ

がちですが、その前に安心を作ることに力が注がれるべきです。これからも家庭や幼稚園の中で、

子どもたちはその時、その時、感じた思いを様々な形で表現していくことと思いますが、その一つ

ひとつにある子どもたちの気持ちに寄り添い、共感できるような人でありたいと思います。 

 

【年主題】 

『共に喜んで』～すべての歩みの中～ 

 

【年主題聖句】  

一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、 

一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶのです。 

（コリント信徒への手紙Ⅰ １２章２６節） 

 

５月主題 「感じる」 

 

聖 句 「安心して行きなさい。」（マルコによる福音書５章３４節） 

 

 


